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(57)【要約】
ラジオ番組を向上させる装置及び方法は、通信デバイス
におけるブロードキャストラジオ送信を受信することを
含んでいる。ブロードキャストラジオ送信は、プライマ
リコンテンツと、プライマリコンテンツとの関係を有す
る補足コンテンツと、を含んでいる。さらに、プライマ
リコンテンツは第１のオーディオデータを含むが、補足
コンテンツはオーディオデータを含む。さらに、装置及
び方法は、補足コンテンツを、変換された補足コンテン
ツへと変換することを含んでおり、プライマリコンテン
ツとの関係を維持する。さらに、変換された補足コンテ
ンツは、ノンオーディオデータから変換された第２のオ
ーディオデータを含む。したがって、説明された装置及
び方法は、通信デバイスが、プライマリコンテンツと補
足コンテンツの両方のオーディブルの表現を生成するた
めの信号を出力すること、を可能にする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信デバイスにおいてブロードキャスト無線通信を受信することと、なお、前記ブロー
ドキャストラジオ送信は、プライマリコンテンツと、前記プライマリコンテンツとの関係
を有する補足コンテンツとを備えており、前記プライマリコンテンツは、第１のオーディ
オデータを備えており、前記補足コンテンツはノンオーディオデータを備えている；
　前記補足コンテンツを、前記プライマリコンテンツとの前記関係を有する変換された補
足コンテンツへ変換することと、なお、前記変換された補足コンテンツは、前記ノンオー
ディオデータから変換された第２のオーディオデータを備えている；
　を備えているラジオ番組を向上させる方法。
【請求項２】
　前記第１のオーディオデータにしたがって前記プライマリコンテンツの第１のオーディ
オの表現を第１のオーディオチャネル上で出力することと、
　前記第２のオーディオデータにしたがって前記補足コンテンツの第２のオーディオの表
現を第２のオーディオチャネル上で出力することと、
　をさらに備えており、なお、前記第２のオーディオチャネルは、前記第１のオーディオ
チャネルとは異なる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のオーディオチャネル上で出力することは、左オーディオチャネルあるいは右
オーディオチャネル上で出力することをさらに備えており、また、前記第２のオーディオ
チャネル上で出力することは、前記左オーディオチャネルあるいは前記右オーディオチャ
ネルの反対チャネル上で出力することをさらに備えている、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のオーディオデータにしたがって、前記プライマリコンテンツの第１のオーデ
ィオの表現を第１のユーザインタフェース上で出力することと、
　前記第２のオーディオデータにしたがって、前記補足コンテンツの第２のオーディオの
表現を第２のユーザインタフェース上で出力することと、
　をさらに備えており、前記第２のユーザインタフェースは、前記第１のユーザインタフ
ェースとは異なる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のオーディオデータにしたがって前記プライマリコンテンツの表現を備えてい
る第１のオーディオ信号を生成することと、
　前記第２のオーディオデータにしたがって前記補足コンテンツの表現を備えている第２
のオーディオ信号を生成することと、
　をさらに備えている請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のオーディオ信号を第１のオーディオチャネル上で出力することと、
　前記第２のオーディオ信号を第２のオーディオチャネル上で出力することと、
　をさらに備えており、前記第２のオーディオチャネルは、前記第１のオーディオチャネ
ルとは異なる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のオーディオ信号を生成することは、プライマリオーディオフォーマットにし
たがって前記第１のオーディオデータを処理することをさらに備えており、また、前記第
２のオーディオ信号を生成することは、補足オーディオフォーマットにしたがって前記第
２のオーディオデータを処理することをさらに備えている、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記プライマリオーディオフォーマットは、前記補足オーディオフォーマットとは異な
る、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記プライマリオーディオフォーマットと前記補足オーディオフォーマットは、同じオ
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ーディオフォーマットを備えている、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のオーディオ信号と前記第２のオーディオ信号を保存すること、をさらに備え
ている請求項５に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ブロードキャストラジオ送信を受信することは、第１の周波数上で前記プライマリ
コンテンツを受信することと、第２の周波数上で前記補足オーディオフォーマットを受信
することと、をさらに備えている、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ブロードキャストラジオ送信を受信することは、第１の搬送周波数を有している第
１の周波数変調されたラジオ波上で搬送されるラジオ番組信号を受信することと、前記第
１の搬送周波数とは異なる第２の搬送周波数を有している第２の周波数変調されたラジオ
波上で搬送されるラジオデータシステム情報を受信することと、をさらに備えている、請
求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ブロードキャストラジオ送信を受信することは、第１の搬送周波数を有している第
１の増幅変調されたラジオ波上で搬送されるラジオ番組信号を受信することと、前記第１
の搬送周波数とは異なる第２の搬送周波数を有している第２の増幅変調されたラジオ波上
で搬送されるラジオデータシステム情報を受信することと、をさらに備えており、また、
前記第２の搬送周波数は、オーディブル周波数領域の外にある、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２の増幅変調されたラジオ波上で搬送されたラジオデータシステム情報を受信す
ることは、サブオーディブル周波数領域において前記第２の搬送周波数を受信することを
さらに備えている、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記プライマリコンテンツと、前記補足コンテンツあるいは前記変換された補足コンテ
ンツのうち少なくとも１つと、を保存すること、をさらに備えている請求項１に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記ブロードキャストラジオ送信を受信することは、前記プライマリコンテンツに関連
する出力時間関係を有する前記補足コンテンツを受信することをさらに備えている、請求
項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ブロードキャストラジオ送信を受信することは、前記プライマリコンテンツに関連
する記述関係を有する前記補足コンテンツを受信することをさらに備えている、請求項１
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ブロードキャストラジオ送信を受信することは、前記プライマリコンテンツに関連
する出力時間関係及び記述関係を有する前記補足コンテンツを受信することをさらに備え
ている、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ブロードキャストラジオ送信を受信することは、前記プライマリコンテンツに関連
する広告関係を有する前記補足コンテンツを受信することをさらに備えている、請求項１
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ブロードキャストラジオ送信を受信することは、ラジオ番組データを備えている前
記プライマリコンテンツを受信することと、ラジオテキストデータを備えている前記補足
コンテンツを受信することと、をさらに備えており、また、前記補足コンテンツを変換さ
れた補足コンテンツへと変換することは、前記ラジオテキストデータを音声データへと変
換することをさらに備えている、請求項１に記載の方法。
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【請求項２１】
　前記ラジオ番組データを第１のオーディオチャネル上で出力することと、
　前記音声データを第２のオーディオチャネルチャネル上で出力することと、
　をさらに備えており、なお、前記第２のオーディオチャネルは、前記第１のオーディオ
チャネルとは異なる、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　通信デバイスにおいてブロードキャストラジオ送信をコンピュータに受信させることが
動作可能な少なくとも１つのインストラクションと、なお、前記ブロードキャストラジオ
送信は、プライマリコンテンツと、前記プライマリコンテンツとの関係を有する補足コン
テンツとを備えており、また、前記プライマリコンテンツは、第１のオーディオデータを
備えており、前記補足コンテンツはノンオーディオデータを備えている；
　前記補足コンテンツを、前記プライマリコンテンツとの前記関係を有する変換された補
足コンテンツへと、前記コンピュータに変換させることが動作可能な少なくとも１つのイ
ンストラクションと、なお、前記変換された補足コンテンツは、前記ノンオーディオデー
タから変換された第２のオーディオデータを備えている；
　を備えているラジオ番組を向上させるためのコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項２３】
　通信デバイスにおいてブロードキャスト送信を受信するための第１モジュールと、なお
、前記ブロードキャストラジオ送信は、プライマリコンテンツと前記プライマリコンテン
ツとの関係を有する補足コンテンツとを備えており、前記プライマリコンテンツは、第１
のオーディオデータを備えており、前記補足コンテンツはノンオーディオデータを備えて
いる；
　前記補足コンテンツを、前記プライマリコンテンツとの前記関係を有する変換された補
足コンテンツへと変換するための第２のモジュールと、なお、前記変換された補足コンテ
ンツは、前記ノンオーディオデータから変換された第２のオーディオデータを備えている
；
　を備えているラジオ番組を向上させるための少なくとも１つのプロセッサ。
【請求項２４】
　ブロードキャストラジオ送信を受信するための手段と、なお、前記ブロードキャストラ
ジオ送信は、プライマリコンテンツと前記プライマリコンテンツとの関係を有する補足コ
ンテンツとを備えており、前記プライマリコンテンツは、第１のオーディオデータを備え
、前記補足コンテンツはノンオーディオデータを備えている；
　前記補足コンテンツを、前記プライマリコンテンツとの前記関係を有する変換された補
足コンテンツへと変換するための手段と、なお、前記変換された補足コンテンツは、前記
ノンオーディオデータから変換された第２のオーディオデータを備えている；
　を備えているラジオ番組を向上させるための通信デバイス。
【請求項２５】
　ブロードキャストラジオ送信を得ることが動作可能な受信機と、なお、前記ブロードキ
ャストラジオ送信は、プライマリコンテンツと前記プライマリコンテンツとの関係を有す
る補足コンテンツとを備えており、前記プライマリコンテンツは、第１のオーディオデー
タを備えており、前記補足コンテンツはノンオーディオデータを備えている；
　前記補足コンテンツを、前記プライマリコンテンツとの前記関係を有する変換された補
足コンテンツへと変更することが動作可能なデータコンバータと、なお、前記変換された
補足コンテンツは、前記ノンオーディオデータから変換された第２のオーディオデータを
備えている；
　を備えているラジオ番組を向上させるための通信デバイス。
【請求項２６】
　前記第１のオーディオデータにしたがって前記プライマリコンテンツの第１のオーディ
オの表現を第１のオーディオチャネル上で出力することが動作可能で、また、前記第２の
オーディオデータにしたがって前記補足コンテンツの第２のオーディオの表現を第２のオ
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ーディオチャネル上で出力することがさらに動作可能である、少なくとも１つの出力デバ
イス、をさらに備えており、なお、前記第２のオーディオチャネルは、前記第１のオーデ
ィオチャネルとは異なる、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記第１のオーディオチャネルは、左オーディオチャネルあるいは右オーディオチャネ
ルをさらに備えており、前記第２のオーディオチャネルは、前記左オーディオチャネルあ
るいは前記右オーディオチャネルの反対のチャネルをさらに備えている、請求項２６に記
載のデバイス。
【請求項２８】
　前記第１のオーディオデータにしたがって前記プライマリコンテンツの第１のオーディ
オの表現を第１のユーザインタフェース上で出力することが動作可能で、また、前記第２
のオーディオデータにしたがって前記補足コンテンツの第２のオーディオの表現を第２の
ユーザインタフェース上で出力することがさらに動作可能である、少なくとも１つの出力
デバイス、をさらに備えており、前記第２のユーザインタフェースは、前記第１のユーザ
インタフェースとは異なる、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記第１のオーディオデータにしたがって前記プライマリコンテンツの表現を備えてい
る第１のオーディオ信号を生成することが動作可能で、また、前記第２のオーディオデー
タにしたがって前記補足コンテンツの表現を備えている第２のオーディオ信号を生成する
ことがさらに動作可能である少なくとも１つの出力デバイス、をさらに備えている請求項
２５に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの出力デバイスは、前記第１のオーディオ信号を出力するための第
１のオーディオチャネルと、前記第２のオーディオ信号を出力するための第２のオーディ
オチャネルと、を備えており、前記第２のオーディオチャネルは、前記第１のオーディオ
チャネルとは異なる、請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３１】
　プライマリオーディオフォーマットにしたがって前記第１のオーディオデータを処理す
ることが動作可能で、また、補足オーディオフォーマットにしたがって前記第２のオーデ
ィオデータを処理することがさらに動作可能であるプロセッサ、をさらに備えている請求
項２９に記載のデバイス。
【請求項３２】
　前記プライマリオーディオフォーマットは、前記補足オーディオフォーマットとは異な
る、請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３３】
　前記プライマリオーディオフォーマットと前記補足オーディオフォーマットは、同じオ
ーディオフォーマットを備えている、請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３４】
　前記第１のオーディオ信号と前記第２のオーディオ信号を保存することが動作可能なメ
モリ、をさらに備えている請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３５】
　前記ブロードキャストラジオ送信は、第１の周波数上で前記プライマリコンテンツと、
第２の周波数上で前記補足コンテンツと、をさらに備えている、請求項２５に記載のデバ
イス。
【請求項３６】
　前記ブロードキャスト送信は、第１の搬送周波数を有している第１の周波数変調された
ラジオ波上で搬送されるラジオ番組信号と、前記第１の搬送周波数とは異なる第２の搬送
周波数を有している第２の周波数変調されたラジオ波上で搬送されるラジオデータシステ
ム情報と、をさらに備えている、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項３７】
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　前記ブロードキャストラジオ送信は、第１の搬送周波数を有している第１の増幅変調さ
れたラジオ波上で搬送されるラジオ番組信号と、前記第１の搬送周波数とは異なる第２の
搬送周波数を有している第２の増幅変調されたラジオ波上で搬送されるラジオデータシス
テム情報と、をさらに備えており、なお、前記第２の搬送周波数は、オーディブル周波数
領域の外にある、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項３８】
　前記第２の搬送周波数は、サブオーディブル周波数領域を備えている、請求項３７に記
載のデバイス。
【請求項３９】
　前記プライマリコンテンツと、前記補足コンテンツあるいは前記変換された補足コンテ
ンツのうち少なくとも１つと、を保存することが動作可能なメモリ、をさらに備えている
請求項２５に記載のデバイス。
【請求項４０】
　前記ブロードキャストラジオ送信は、前記プライマリコンテンツに関連する出力時間関
係を有している前記補足コンテンツをさらに備えている、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項４１】
　前記ブロードキャストラジオ送信は、前記プライマリコンテンツに関連する記述関係を
有している前記補足コンテンツをさらに備えている、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項４２】
　前記ブロードキャストラジオ送信は、前記プライマリコンテンツに関連する出力時間関
係及び記述関係を有している前記補足コンテンツをさらに備えている、請求項２５に記載
のデバイス。
【請求項４３】
　前記ブロードキャストラジオ送信は、前記プライマリコンテンツに関連する広告関係を
有している前記補足コンテンツをさらに備えている、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項４４】
　前記ブロードキャストラジオ送信は、ラジオ番組データを備えている前記プライマリコ
ンテンツと、ラジオテキストデータを備えている前記補足コンテンツと、をさらに備えて
おり、前記データコンバータは、前記ラジオテキストデータを音声データへと変換するこ
とがさらに動作可能である、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項４５】
　前記ラジオ番組データを第１のオーディオチャネル上で出力することと、前記音声デー
タを第２のオーディオチャネル上で出力することと、が動作可能な少なくとも１つの出力
デバイスをさらに備えており、なお、前記第２のオーディオチャネルは、前記第１のオー
ディオチャネルとは異なる、請求項４４に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【優先権主張】
【０００１】
（特許法１１９条の下の優先権主張）
　本特許出願は、ここにおいて参照により明示的にここに組み込まれ、ここでの譲受人に
よって譲渡され、２００７年６月１８日に出願された「ＡＭ／ＦＭ－ラジオデータシステ
ム（ＲＤＳ）ベースの技術を提供するための装置及び方法(APPARATUS AND METHODS FOR P
ROVIDING AM/FM - RADIO DATA SYSTEM (RDS) BASED TECHNOLOGIES)」と題された仮出願番
号６０／９４４，７１９の優先権を主張する。
【背景】
【０００２】
（分野）
　説明される態様は、一般にブロードキャストラジオ送信(broadcast radio transmissio
ns)に関し、より具体的には、通信デバイス上の、ブロードキャストラジオ送信の一部の
出力のユーザ認識(user perception of the output of portions of a broadcast radio 
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transmission)を向上させること(enhancing)に関する。
【０００３】
（背景）
　ＦＭラジオ局のようなブロードキャストラジオ局は、通常のラジオ番組(their normal 
radio programming)、例えばミュージック、トーク、ニュース等に対応する補足情報(sup
plemental information)を送信するために、ラジオデータシステム(Radio Data System)
（ＲＤＳ）あるいはラジオブロードキャストデータシステム(Radio Broadcast Data Syst
em)（ＲＢＤＳ)として知られたシステムを使用することができ、両方は、ここでは「ＲＤ
Ｓ」と呼ばれている。ＲＤＳは、ブロードキャストラジオ局によって送信されるいくつか
のタイプの補足情報のためのスタンダードプロトコル(standard protocol)を提供してお
り、例えば、特定のラジオ局の識別情報、番組のタイプ、そしてアーティストおよび／ま
たは歌の名前のようなテキスト情報がある。
【０００４】
　例えば、ブロードキャストラジオ局(broadcast radio stations)は、単一チャネル上へ
と多重化された別個の信号として、ＲＤＳフォーマットで、番組と補足情報を送信する。
いくつかの無線通信デバイスに含まれるあるいは乗り物の中にあるようなＲＤＳデコーダ
を有しているラジオ受信機は、ユーザが送信された番組を聞いて、ディスプレイ上で対応
する補足情報を閲覧する(view)ことを可能にする。
【０００５】
　しかしながら、ユーザが補足情報のディスプレイを閲覧することは必ずしもいつも可能
ではない。
【発明の概要】
【０００６】
　以下は、そのような態様の基本的な理解を提供するために、１つまたは複数の態様の簡
略な概要(summary)を提示する。この概要は、すべての熟考された態様の広範囲な全体像
ではなく、すべての態様の重要なあるいは決定的なエレメントを識別することも、あるい
は、いずれあるいはすべての態様の範囲を詳細に描写することも、意図されていない。そ
の唯一の目的は、後で示される、より詳細な説明の前置きとして、簡略化された形で１つ
または複数の態様のいくつかの概念(concepts)を示すことである。
【０００７】
　説明された態様は、ユーザがブロードキャストラジオ送信において補足コンテンツを体
験する、例えば知覚する(perceive)、ことを可能とし、それによって、ラジオを聞く体験
(radio listening experience)を向上させる。
【０００８】
　例えば、一態様では、ラジオ番組を向上させる方法は、通信デバイスにおいてブロード
キャストラジオ送信を受信することを備えており、なお、ブロードキャストラジオ送信は
、プライマリコンテンツ(primary content)とプライマリコンテンツとの関係を有する補
足コンテンツ(supplemental content)とを備えており、プライマリコンテンツは、第１の
オーディオデータ(first audio data)を備えており、補足コンテンツはノンオーディオデ
ータ(non-audio data)を備えている。さらに、方法は、補足コンテンツを、プライマリコ
ンテンツとの関係を有する変換された補足コンテンツ(converted supplemental content 
having the relationship to the primary content)へと変換することを含んでおり、な
お、変換された補足コンテンツは、ノンオーディオデータから変換された第２のオーディ
オデータを備えている。
【０００９】
　さらに、別の態様では、ラジオ番組を向上させるためのコンピュータプログラムプロダ
クト(computer program product)は、通信デバイスにおいてブロードキャストラジオ送信
をコンピュータに受信させることが動作可能な少なくとも１つのインストラクション(ins
truction)を含んでいるコンピュータ可読媒体(computer-readable medium)を備えており
、なお、ブロードキャストラジオ送信は、プライマリコンテンツとプライマリコンテンツ
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との関係を有する補足コンテンツとを備えており、プライマリコンテンツは、第１のオー
ディオデータを備えており、補足コンテンツはノンオーディオデータを備えている。さら
に、コンピュータ可読媒体は、補足コンテンツを、プライマリコンテンツとの関係を有す
る変換された補足コンテンツへと変換することが動作可能な少なくとも１つのインストラ
クションもまた含んでおり、なお、変換された補足コンテンツは、ノンオーディオデータ
から変換された第２のオーディオデータを備えている。
【００１０】
　さらに別の態様では、ラジオ番組を向上させるための少なくとも１つのプロセッサは、
通信デバイスにおいてブロードキャストラジオ送信を受信するための第１モジュールを備
えており、なお、ブロードキャストラジオ送信は、プライマリコンテンツとプライマリコ
ンテンツとの関係を有する補足コンテンツとを備えており、プライマリコンテンツは、第
１のオーディオデータを備え、補足コンテンツはノンオーディオデータを備えている。さ
らに、少なくとも1つのプロセッサは、補足コンテンツを、プライマリコンテンツとの関
係を有する変換された補足コンテンツへと変換するための第２のモジュールを含んでおり
、なお、変換された補足コンテンツは、ノンオーディオデータから変換された第２のオー
ディオデータを備えている。
【００１１】
　さらなる態様においては、ラジオ番組を向上させるための通信デバイス(communication
s device)は、ブロードキャストラジオ送信を受信するための手段を備えており、なお、
ブロードキャストラジオ送信は、プライマリコンテンツと、プライマリコンテンツとの関
係を有する補足コンテンツと、を備えており、プライマリコンテンツは、第１のオーディ
オデータを備えており、補足コンテンツは、ノンオーディオデータを備えている。さらに
、デバイスはまた、補足コンテンツを、プライマリコンテンツとの関係を有する変換され
た補足コンテンツへと変換するための手段を含んでおり、なお、変換された補足コンテン
ツは、ノンオーディオデータから変換された第２のオーディオデータを備えている。
【００１２】
　別の態様で、ラジオ番組を向上させるための通信デバイスは、ブロードキャストラジオ
送信を得ることが動作可能な受信機を備える。ブロードキャストラジオ送信は、プライマ
リコンテンツと、プライマリコンテンツとの関係を有する補足コンテンツと、を備えてお
り、プライマリコンテンツは、第１のオーディオデータを備えており、補足コンテンツは
、ノンオーディオデータを備えている。さらにデバイスは、補足コンテンツを、プライマ
リコンテンツとの関係を有する変換された補足コンテンツへと変更することが動作可能な
データコンバータ(data converter)を含んでおり、なお、変換された補足コンテンツは、
ノンオーディオデータから変換された第２のオーディオデータを備えている。
【００１３】
　前述及び関連の目的の達成のために、１つまたは複数の態様は、ここで十分に説明され
、特許請求の範囲で特に指摘された特徴を備えることができる。下記の説明及び添付図面
は、１つまたは複数の態様のある説明の特徴を詳細に記載している。しかしながら、これ
らの特徴は、様々な態様の原理が利用されることができるいくつかの様々な方法を示して
いるが、この説明は、すべてのそのような態様及びそれらの均等(equivalents)を含むよ
うに意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図1は、ラジオ番組を向上させるシステムの一態様の概略図であり、オーディブ
ルサウンド(audible sounds)として、プライマリコンテンツと補足コンテンツを出力する
ことが動作可能な、通信デバイスの関連コンポーネントを含む。
【図２】図２は、図１のシステムのラジオ局の一態様の概略図である。
【図３】図３は、図１のシステムの通信デバイスの一態様の概略図である。
【図４】図４は、ラジオ番組を向上させる方法の一態様のフローチャートである。
【詳細な説明】
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【００１５】
　様々な態様が図面を参照して説明される。下記の説明では、説明の目的のために、多数
の具体的な詳細が、１つまたは複数の態様の完全な理解を提供するために、記載されてい
る。しかしながら、そのような態様（単数または複数）は、これらの具体的な詳細なしに
実行されることができるということは明白であり得る。
【００１６】
　本願で使用されているように、用語「コンポーネント(component)」、「モジュール(mo
dule)」、「システム(system)」及び同様なものは、例えば、ハードウェア、ファームウ
ェア、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェア、あるいは実行中のソフ
トウェア、のようなコンピュータ関連のエンティティを含むように意図されている。例え
ば、コンポーネントは、限定されてはいないが、プロセッサ上で実行しているプロセス、
プロセッサ、オブジェクト(object)、実行ファイル(executable)、実行スレッド(thread 
of execution)、プログラム、および／またはコンピュータ、であってもよい。例として
、通信デバイス上で実行中のアプリケーションとコンピューティングデバイスの両方がコ
ンポーネントであることができる。１つまたは複数のコンポーネントは、プロセスおよび
／または実行スレッド内に常駐(reside)することができ、また、コンポーネントは、１つ
のコンピュータ上に局在化されてもよいし、かつ／または２つ以上のコンピュータの間で
分散され（distributed）てもよい。さらに、これらのコンポーネントは、そこに記憶さ
れた様々なデータ構造を有している様々なコンピュータ可読媒体から実行することが出来
る。コンポーネントは、ローカルな、および／または、遠隔のプロセスで通信することが
でき、例えば、ローカルシステムにおいて、分散システムにおいて、及び／または、信号
の方法で他のシステムを用いたインターネットのようなネットワークにわたって、別のコ
ンポーネントと相互作用している１つのコンポーネントからのデータのような、１つまた
は複数のデータパケットを有する信号にしたがっている。
【００１７】
　さらに、様々な態様は、通信デバイスあるいは端末に関連してここにおいて説明されて
おり、そしてそれは、有線通信デバイスあるいは端末、あるいは無線通信デバイスあるい
は端末であることができる。通信デバイスあるいは端末はまた、システム、デバイス、加
入者ユニット、加入者局、モバイル局、モバイル、モバイルデバイス、遠隔局、遠隔端末
、アクセス端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイ
スあるいはユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれることができる。無線通信デバイスあるいは端末
は、セルラ電話、衛星電話(satellite phone)、コードレス電話、セッション設定プロト
コル(Session Initiation Protocol)（ＳＩＰ)電話、無線ローカルループ(wireless loca
l loop)（ＷＬＬ)局、携帯情報端末(personal digital assistant)（ＰＤＡ)、無線接続
機能を有しているハンドヘルドデバイス、コンピューティングデバイス、あるいは無線モ
デムに接続された他のプロセッシングデバイス、であってもよい。さらに、様々な態様は
、基地局と関連してここにおいて説明されている。基地局は、無線端末（単数または複数
）と通信するために使用されることができ、また、アクセスポイント、ノードＢ、あるい
はいくつかの他の用語で呼ばれてもよい。
【００１８】
　さらに、用語「あるいは(or)」は、排他的な「あるいは(or)」よりもむしろ、包括的な
「あるいは(or)」を意味するように意図されている。すなわち、規定されていないかぎり
、あるいは、文脈から明瞭でないかぎり、フレーズ「ＸはＡあるいはＢを利用する」は、
自然な包括置換のうちのいずれかを意味するように意図されている。特に、フレーズ「Ｘ
はＡあるいはＢを利用する」は、次の例、すなわち、ＸはＡを利用する、ＸはＢを利用す
る、あるいはＸはＡ及びＢの両方を利用する、のうちのいずれかにより満たされている。
さらに、本願及び添付された特許請求項の範囲において使用されている、冠詞「a」及び
「an」は、指定されていないかぎり、あるいは単数形に指図されるように文脈から明らか
でないかぎり、「１つまたは複数」を意味するように一般に解釈されるべきである。
【００１９】
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　ここで記述される装置及び技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ及びＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ、及び他のシステムのような様々な無線通信システムに使用されることがで
きる。「システム(system)」及び「ネットワーク(network)」なる用語はしばしば互換性
をもって使用される。ＣＤＭＡシステムは、ユニバーサル地上ブロードキャストアクセス
（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術をインプリメントすることができる。Ｕ
ＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）及びＣＤＭＡの他の変形を含む。さらに、ｃ
ｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、及びＩＳ－８５６標準をカバーする。
ＴＤＭＡシステムは、移動通信グローバルシステム（ＧＳＭ）のような無線技術をインプ
リメントすることができる。ＯＦＤＭＡシステムは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、
ウルトラモバイルブロードバンド(Ultra Mobile Broadband)（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２
．２０（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、
Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などのような無線技術をインプリメントすることがで
きる。ＵＴＲＡとＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステ
ム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ
－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースであり、そしてそれは、ダウンリンク上でＯＦ
ＤＭＡを、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを、利用する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、Ｌ
ＴＥ及びＧＳＭは、「第３世代共同プロジェクト(3rd Generation Partnership Project)
」（３ＧＰＰ）と称する組織の文書の中で説明されている。さらに、ｃｄｍａ２０００及
びＵＭＢは、「第３世代共同プロジェクト２(3rd Generation Partnership Project 2)」
（３ＧＰＰ２）と称された組織の文書の中で説明されている。さらに、そのような無線通
信システムは、ペアでないライセンスされていないスペクトラム(unpaired unlicensed s
pectrums)、すなわち、８０２．ｘｘ無線ＬＡＮ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）、及
びいずれの他の短距離のあるいは長距離の無線通信技術をしばしば使用している、ピアツ
ーピア(peer-to-peer)（例、モバイルツーモバイル）アドホックネットワークシステムを
追加的に含むことができる。
【００２０】
　様々な態様あるいは特徴が、多数のデバイス、コンポーネント、モジュール、及び同様
なものを含むことができるシステムの点から示されるであろう。様々なシステムが追加デ
バイス、コンポーネント、モジュール等を含むことができる、及び／または、図に関連し
て説明されるデバイス、コンポーネント、モジュール等のうちすべてを含まなくてもよい
、ということは理解され、認識されるべきである。これらのアプローチの組み合わせもま
た使用されることができる。
【００２１】
　図１を参照すると、一態様においては、向上されたブロードキャストラジオシステム(e
nhanced broadcast radio system)１０は、ブロードキャストラジオネットワーク１６か
らブロードキャストラジオ送信１４を受信し、通信デバイス１２のユーザ１５の消費につ
いて送信１４によって搬送されるデータを出力することが操作可能な通信デバイス１２を
含む。例えば、ブロードキャストラジオネットワーク１６は、地上ベースの局１８及び／
または衛星ベースの局２０のような、ラジオ番組の１つまたは複数の送信機を含むことが
できる。さらに、ブロードキャストラジオ送信１４は、プライマリコンテンツ２２と、そ
れぞれのプライマリコンテンツ２２との関係を有する補足コンテンツ２４と、を搬送して
いる１つまたは複数の搬送波を含む。例えば、プライマリコンテンツ２２は、ミュージッ
ク、トークショー、ニュース、及び／または、いずれの他のオーディオデータの形で、ラ
ジオ番組を含むことができる。他方で、補足コンテンツ２４は、テキスト、グラフィック
、イメージ、ビデオなどのようなノンオーディオデータを含むことができる。さらに、補
足コンテンツ２４は、プライマリコンテンツ２２との下記の関係のうち１つまたはいずれ
の組み合わせを有してもよい：出力時間関係(an output time relationship)、例えば互
いに関係するある時間において通信デバイス上でそれぞれのデータの出力を保証する；記
述関係(a descriptive relationship)、例えば補足コンテンツ２４は、プライマリコンテ
ンツ２２を説明しているデータ及び／またはプライマリコンテンツ２２に関するあるいは
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プライマリコンテンツ２２に関連づけられた情報であってもよい；広告関係(an advertis
ing relationship)、例えば補足コンテンツ２４は、プライマリコンテンツ２２に関連し
た広告、及び／または、通信デバイスのユーザをターゲットにした広告、及び／または、
一般的な広告、を備えることができる。
【００２２】
　１つの使用ケースでは、例えば、ブロードキャストラジオ送信１４は、ラジオデータシ
ステム（ＲＤＳ）プロトコルあるいはラジオブロードキャストデータシステム（ＲＢＤＳ
）プロトコルにしたがったラジオブロードキャストを含むことができ、両方は下記でＲＤ
Ｓと呼ばれる。ＲＤＳプロトコルに基づいて、送信１４は、ここではプライマリコンテン
ツ２２と呼ばれるラジオ番組と、ここでは補足情報２４と呼ばれる、ラジオ局の名前、コ
ールサイン(call letters)あるいは周波数、アーティスト、及びトラック名、等のような
、エキストラデジタル情報(extra digital information)を含む。そういうものとして、
適切に構成されたラジオ受信機は、ラジオ番組を表しているオーディオと、エキストラデ
ジタル情報を表しているディスプレイのテキストと、を生成することができ、したがって
、ユーザのラジオを聞く体験(radio listening experience)を向上させることができる。
【００２３】
　通信デバイス１２は、ブロードキャストラジオ送信１４を受信し、それを通信デバイス
１２による使用のための情報へと変換するための受信機３０を含む。１つの特定の態様で
は、受信機３０は、受信機３０がプライマリコンテンツ２２と補足コンテンツ２４とをパ
ースし(parse)、そして、ユーザインタフェース３２の１つまたは複数の出力メカニズム
によってレンダするためのこれらのそれぞれのコンポーネントを転送することを可能にす
る、ＲＤＳ復号機能(RDS decoding capabilities)で構成されている。
【００２４】
　盲目あるいは視覚障害を有するユーザ１５がディスプレイ上でテキストの形の補足コン
テンツ２４を知覚することが出来ないということを理解して、通信デバイス１２は、ノン
オーディオデータをオーディオデータへと変換することが動作可能なデータコンバータ３
４をさらに含む。特に、データコンバータ３４は、ノンオーディオデータによって表され
る補足コンテンツ２４を受信し、データ変換アルゴリズムを介して、オーディオデータに
よって表される変換された補足コンテンツ３６を生成することが動作可能である。例えば
、データコンバータ３４は、変換された補足コンテンツ３６に基づいてオーディオ信号４
０を生成することが動作可能な音声変換モジュール(text-to-speech module)３８を含む
ことができ、そしてそれは、オリジナルに送信された補足コンテンツ２４に対応しており
、また、プライマリコンテンツ２２との関係を維持する。オーディオ信号４０は、オリジ
ナルにはテキストとして表された、１つまたは複数の話文字、数字、及び／またはことば
(one or more spoken letters, numbers, and/or words originally represented as tex
t)を表す。そういうものとして、オーディオ信号４０は、音声(speech)を表わす。
【００２５】
　さらなる態様においては、ユーザインタフェース３２は、ユーザ１５が、プライマリコ
ンテンツ２２を表している第１のオーディブルサウンド４２と、補足コンテンツ２４を表
している第２のオーディブルサウンド４４と、を知覚することが可能となるように構成さ
れている。例えば、第１のスピーカのような第１のユーザインタフェース４６は、受信機
３０からプライマリコンテンツ２２に対応するオーディオ信号４８を受信することが動作
可能である一方で、第２のスピーカのような第２のユーザインタフェース５０は、データ
コンバータ３４から、変換された補足コンテンツ３６に対応するオーディオ信号３８を受
信することが動作可能である。そういうものとして、スピーカ４６及び５０は、それぞれ
サウンド４２及び４４として信号４８及び４０を、それぞれ出力する。一態様において、
例えば、サウンド４２は、ラジオ番組のミュージック、ニュース、トーク等であるが、サ
ウンド４４は、例えば、ラジオ局の名前、コールサイン(call letters)あるいは周波数、
アーティスト及び／またはトラック／歌の名前、番組に関連した広告、追加情報のための
ソース、等のような、ラジオ番組との関係を有する情報を説明している、変換されたテキ
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ストに基づいた、スピーチである。
【００２６】
　さらに、いくつかの態様では、第１のスピーカ４６は、サウンド間で区別するユーザ１
５の能力を増大するために、サウンド４２と４４の分離を可能にするように、第２のスピ
ーカ５０から物理的に離れている。例えば、スピーカ４６は、左チャネルスピーカあるい
は左側のイヤフォンに対応することができるが、スピーカ５０は、右チャネルスピーカあ
るいは右側のイヤフォンに対応することができる。
【００２７】
　したがって、システム１０は、盲目あるいは視覚障害のあるユーザ１５がプライマリラ
ジオ番組コンテンツ２２と一緒に補足コンテンツ２４ブロードキャストへアクセスをする
ことを可能にする装置と方法を提供しており、したがって、改善されたブロードキャスト
ラジオ送信１４を十分に楽しむことを可能にする。
【００２８】
　図１および２を参照すると、ブロードキャストラジオネットワーク１６は、周波数変調
（ＦＭ）及び／または増幅変調（ＡＭ）のラジオ局、及び／または衛星ラジオ局のような
、ラジオ番組を提供するいずれの公的にあるいは私的に所有されたブロードキャストラジ
オ局、を含むことができる。例えば、ブロードキャストラジオ送信１４は、第１の搬送周
波数上で、例えばミュージックのような、プライマリコンテンツ２２を表す情報を搬送す
る、変調されたラジオ搬送信号(modulated radio carrier signals)を含む。さらに、送
信１４は、第１の搬送周波数とは異なる第２の搬送周波数上でメインキャリア信号に対応
する補足情報２４を搬送する、変調された無線サブキャリア信号(modulated radio subca
rrier signal)を追加的に含むことができる。
【００２９】
　例えば、約８７．５ＭＨｚから約１０８．０ＭＨｚの領域におけるチャネルを有して米
国で動作しているＦＭ帯域ＲＤＳシステムの態様において、プライマリコンテンツ２２の
搬送周波数は、ステレオオーディオについては、約２３ｋＨｚと５３ｋＨｚとの間、モノ
フォニックオーディオについては、１５ｋＨｚ以下であってもよいが、補足コンテンツ２
４の搬送波周波数は、約５７ｋＨｚにおいてあってもよく、１１８７．５ビット／秒デー
タレートを可能にする。さらに、例えば、約５２０ｋＨｚから約１７１０ｋＨｚの領域に
おけるチャネルを有して米国で動作しているＡＭ及びＲＤＳシステムにおいて、補足コン
テンツ２４は、サブオーディブル周波数領域におけるような、（人の）オーディブル領域
の外のサブキャリア周波数、例えば、約２０Ｈｚと約１０ｋＨｚとの間、によって搬送さ
れることができる。さらに、例えば、衛星帯域ＲＤＳシステムは、ギガヘルツ（ＧＨｚ）
領域内でチャネルを有することができる。例えば、北アメリカでは、衛星ラジオが、２．
３ＧＨｚ Ｓ帯域を使用してブロードキャストされているが、世界の他の場所では、衛星
ラジオは、１．４ＧＨｚ Ｌ帯域を使用してブロードキャストされている。さらに、衛星
帯域ＲＤＳシステムでは、補足コンテンツ２４は、番組関連データ(program associated 
data)（ＰＡＤ）と呼ばれてもよい。
【００３０】
　そういうものとして、特に図２を参照すると、ラジオ局１８及び２０は、プライマリコ
ンテンツ２２と補足コンテンツ２４とを符号化する１つまたは複数のエンコーダ５４と、
受信機に対してそれぞれの搬送波上でコンテンツをブロードキャストする１つまたは複数
の送信機５６と、を有するブロードキャスト生成器５２を含む。各ラジオ局１８及び２０
は、プライマリコンテンツ２２と補足コンテンツ２４とを得るために、また、ブロードキ
ャストラジオ送信１４を生成するために、いずれのハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、モジュール、データ及び命令を備えることができる。例えば、一態様では、ラ
ジオ局１８および２０は、メモリ６０で保存され、また、プライマリコンテンツ２２とセ
カンダリコンテンツ(secondary content)２４とを得ることと、ブロードキャストラジオ
送信１４としてのブロードキャスト生成器５２による送信のためにラジオ番組６５を生成
することと、がプロセッサ６２によって実行可能な、ラジオ番組を備えることができる。
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この態様において、ラジオ番組６５は、プライマリコンテンツ２２によって表される、プ
ライマリオーディオあるいはラジオ番組と、補足コンテンツ２４によって表されるＲＤＳ
データのような、関連づけられた、向上された情報(the associated, enhanced informat
ion)と、を含む。
【００３１】
　例えば、ＲＤＳシステムにおいて、補足コンテンツ２４は、代替周波数(alternate fre
quency）（ＡＦ）データ、クロック日付及び時間(clock date and time）（ＣＴ）、デー
タ、強化された他のネットワーク(enhanced other networks)（ＥＯＮ）データ、プログ
ラム識別情報(program identification）（ＰＩ）データ、プログラム項目番号(program 
item number)（ＰＩＮ）データ、拡張国番号(extended country code)（ＥＣＣ）データ
、プログラムサービス(program service)（ＰＳ）データ、スクローリングプログラムサ
ービス(scrolling program service）（ＳＰＳ）データ、プログラムタイプ(program typ
e）（ＰＴＹ）データ、プログラムタイプ名(program type name）（ＰＴＹＮ）データ、
領域リンク(regional links)（ＲＥＧ）データ、ラジオテキスト(radio text）（ＲＴ）
あるいはラジオテキストプラス（ＲＴｐｌｕｓ）データ、トラベルアナウンスメント(tra
vel announcements）（ＴＡ）データ、トラベルプログラム(travel program)（ＴＰ）デ
ータ、渋滞メッセージチャネル(traffic message channel)（ＴＭＣ）データ、ミュージ
ック／音声スイッチ(music/speech switch）（Ｍ／Ｓ）データ、トランスパレントデータ
チャネル（ＴＤＣ）データ、ラジオページング(radio paging）（ＲＰ）データ、インハ
ウスアプリケーション（ＩＨ）データ、緊急警告システム（ＥＷＳ）データ、及びオープ
ンデータアプリケーション（ＯＤＡ）のようなフリーフォーマットグループからのデータ
、のうちのいずれの１つあるはいずれの組み合わせに限定されないが、含んでいる、いず
れのＲＤＳデータを含むことができる。
【００３２】
　そういうものとして、ＲＤＳシステムでは、エンコーダ５４は、ＲＤＳ仕様書にしたが
った補足コンテンツ２４を符号化することが動作可能な、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、インストラクション、あるいはアルゴリズムのうちいずれの１つあるい
はいずれの組み合わせを有する、ＲＤＳエンコーダモジュール６４を含む。例えば、ＲＤ
Ｓ仕様によれば、ＲＤＳデータは、複数グループにフォーマット化されており、Ａタイプ
とＢタイプに分類された１６のグループがある。これらのグループは、例えばＰＩ、ＰＳ
、ＰＴＹ、ＰＴＹＮ、ＲＴのような上記でリストされている異なるタイプの補足情報２２
のような異なるデータを含む。ブロードキャストラジオ局１６および／または１８におけ
るＲＤＳエンコーダは、グループシーケンスにおけるグループの様々な組み合わせをブロ
ードキャストすることができる。
【００３３】
　グループは、１０４ビットとしてフォーマット化され、各グループは、４つのブロック
に分割される。ブロックは２６ビットを含んでおり、Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｗｏｒｄ
と、Ｃｈｅｃｋ Ｗｏｒｄ ＋ Ｏｆｆｓｅｔ Ｗｏｒｄに分割される。Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ Ｗｏｒｄは、１６ビットを含み、データを搬送するが、Ｃｈｅｃｋ Ｗｏｒｄ ＋ Ｏ
ｆｆｓｅｔ Ｗｏｒｄは、１０ビットを含んでおり、誤り訂正及び同期化用である。
【００３４】
　さらに、各グループに関して、ブロック１は、ラジオ局のＰＩコードを含んでおり；ブ
ロック２は、現在の送信されたグループを識別するグループタイプコード、タイプＡある
いはタイプＢとしてグループを識別するバージョンフラグ、ＴＰフラグ、ＰＴＹ、そして
５つの個別ビットを含んでおり;ブロック３及び４は、グループ特有データを含んでいる
。Ｂグループでは、ＰＩコードがよりよい同期化のためにブロック３で繰り返されるとい
うことが注目されるべきである。
【００３５】
　さらに、特別のタイプのグループはオープンデータアプリケーション(Open Data Appli
cations)(ＯＤＡ)と呼ばれる。ＯＤＡグループは、ＲＤＳに基づいた多大な特定アプリケ
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ーションの作成を可能にする。ＯＤＡアプリケーションを使用するために、ブロードキャ
スター(broadcaster)は、ＯＤＡを識別するために１６ビットコードのアプリケーション
識別情報（ＡＩＤ）を有している３Ａグループを送る。さらに、３Ａグループは、ＯＤＡ
を一緒に使用されることになるグループに報告するための５ビットと、アプリケーション
関連情報を送信するために使用されることができる１６ビットと、を含む。例えば、ライ
トアプリケーション(light applications)は、３Ａグループの最後の１６ビットの中に埋
め込まれることができる。そうでなければ、言及された５ビット部分は、情報を送信する
ために使用される予定である他のグループを指定し、なお、他のグループは、３Ｂ、４Ｂ
、５Ｂ、６Ｂ、７Ｂ、８Ｂ、９Ｂ、１０Ｂ、１１Ａ、１１Ｂ、１２Ａ、１２Ｂおよび１３
Ｂを含むことができる。適切に装備されたターゲット受信機は、ＡＩＤコードを認識し、
また、アプリケーションを起動しＯＤＡ情報にアクセスするために、それを復号すること
ができる。ＡＩＤコードは、ＲＤＳ対応受信機の間で、要求された協調及びインターオペ
ラビリティー(required coordination and interoperability)を保証するために、北アメ
リカではＮＡＢ(ナショナルブロードキャスターズ協会(National Broadcasters Associat
ion))から、また、ヨーロッパではＥＢＵ（欧州ブロードキャスト連盟(European Broadca
sters Union)）から、公式にリクエストされている。
【００３６】
　図１と、さらには図３に戻って参照すると、以前に記したように、通信デバイス１２は
、ブロードキャストラジオ送信１４を受信し復号し、ノンオーディオ補足コンテンツ２４
をオーディオベースの変換された補足コンテンツ３６に変換し、そして、それぞれプライ
マリコンテンツ２２と補足コンテンツ２４を表すサウンド４２及び４４を生成するように
構成される。
【００３７】
　より具体的には、通信デバイス１２がセルラ電話として図示されているが、通信デバイ
ス１２は、ブロードキャスト信号を受信することができるいずれのコンピュータ化された
デバイスを含むことができるということが理解されるべきである。したがって、システム
１０は、１つまたは複数の有線あるいは無線通信デバイス１２を含むことができ、そして
それは、セルラ電話、携帯情報端末(Personal Digital Assistant）（ＰＤＡ）、衛星電
話、手のひらサイズのコンピュータ(palm computer)、パーソナル通信サービス方式(palm
 computer, a Personal Communication Services）（ＰＣＳ）デバイス、ポータブルゲー
ミングあるいはミュージックデバイス等を含むことができる。
【００３８】
　さらに、通信デバイス１２のユーザインタフェース３２は、通信デバイス１２へ入力を
生成するための少なくとも１つの入力デバイス６６と、通信デバイス１２のユーザ１５に
よる消費のための情報を生成するための少なくとも１つの出力デバイス６８と、を含んで
いる。例えば、入力デバイス６６は、キー、キーパッド、及び／またはキーボード７０、
マウス、タッチスクリーンディスプレイ、マイクロフォン７２、等のような１つまたはい
ずれの組み合わせのメカニズムを含むことができる。ある態様においては、入力デバイス
６６は、下記で説明されている、ＡＭ／ＦＭ／衛星ラジオプレイヤーモジュール７４、無
線サービスモジュール７６、及び他のアプリケーション７８、のようなアプリケーション
、プログラムあるいはモジュールと相互作用するユーザ入力を提供する。さらに、例えば
、出力デバイス６８は、限定されていないが、オーディオスピーカ４６及び５０、ディス
プレイ８０、バイブレータのよう触覚フィードバックメカニズム(haptic feedback mecha
nism)８２等のうち、１つまたはいずれの組み合わせを含むことができる。さらに、ユー
ザインタフェース３２は、例えば、スピーカあるいはイヤフォン８８及び９０のような１
つまたは複数の遠隔出力デバイス８６が、オーディオ信号４８及び４０を受信するために
有線(wired)で、あるいは無線で接続されることができる、１つまたは複数の出力ポート
８４、を含むことができる。例えば、出力ポート８４は、メカニカルコネクタ(mechanica
l connector)、赤外線送信機／受信機、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ送信機／受信機、ＩＥＥＥ８
０２．１１ｘ送信機/受信機など、を含むことができる。



(15) JP 2010-531113 A 2010.9.16

10

20

30

40

50

【００３９】
　さらに、ユーザインタフェース３２は、プロセッサ９６によって実行可能な、プロセッ
サ９６によって実行可能な、１つまたは複数のモジュール、プログラム、あるいはアプリ
ケーションを有し、そして、インタフェース３２と通信インタフェースモジュール９８と
インタフェース接続している、メモリ９４を含むコンピュータプラットフォーム９２の一
部分であることができ、あるいは、接続されることがきる。
【００４０】
　プロセッサ９６は、例えば、メモリ９４で保存されたアプリケーション、プログラム、
モジュールと協同して、通信デバイス１２のオペレーションを制御する。制御機能は、例
えば、単一のマイクロプロセッサにおいて、あるいはマルチプルのマイクロプロセッサに
おいて、インプリメントされることができる。適切なマイクロプロセッサは、デジタル信
号プロセッサはもちろん、汎用マイクロプロセッサと特別目的のマイクロプロセッサを含
むことができる。さらに、例えば、プロセッサ９６は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、あるいは他のチップセット、論理回路、あるいは他のデータ処理デバイス、であって
もよい。いくつかの態様では、プロセッサ９６あるいは、ＡＳＩＣのような他のデータ処
理デバイスは、メモリ９４で保存された、いずれの常駐のアプリケーション、プログラム
、あるいはモジュールと、インタフェース接続するアプリケーションプログラミングイン
タフェース（ＡＰＩ）層１００を実行することができる。例えば、ＡＰＩ１００は、通信
デバイス１２上で実行している実行時間の環境(a runtime environment)であることがで
きる。１つのそのような実行時間環境は、カリフォルニア州サンディエゴのクァルコム社
によって開発された、無線対応バイナリ実行時間環境(Binary Runtime Environment for 
Wireless)（ＢＲＥＷ）ソフトウェアである。例えばコンピューティングデバイス上でア
プリケーション、プログラム、モジュールの実行を制御するように動作する、他の実行時
間環境が利用されてもよい。
【００４１】
　さらに、プロセッサ９６は、１つまたは複数のオーディオプロセッサモジュール１０２
とインタフェース接続する、あるいは、１つまたは複数のオーディオプロセッサモジュー
ル１０２を含むことができ、そしてそれは、出力信号４８及び４０を、スピーカ４２及び
４４に対してそれぞれ提供しており、また、マイクロフォン７２からオーディオ入力を受
信する。例えば、データコンバータを含むあるいはデータコンバータと協同することがで
きるオーディオプロセッサモジュール１０２は、オーディオ信号４８及び４０を生成する
ために、プライマリコンテンツ２２及び補足コンテンツ２４あるいは変換された補足コン
テンツ３６を処理することが動作可能な、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア
、インストラクション、あるいはアルゴリズム、のうちの１つあるいはいずれの組み合わ
せを含むことができる。プライマリコンテンツ２２と変換された補足コンテンツ３６は、
同じオーディオフォーマット、あるいは異なるオーディオフォーマットであってもよく、
そしてそれは、オーディオプロセッサモジュール１０２によって認識されることができ、
また、スピーカ４２及び４４のような与えられた出力デバイスに適切なオーディオ信号を
転送及び／または生成するように使用されることができるということに注目すべきである
。
【００４２】
　メモリ９４は、通信デバイス１２に関連づけられたいずれのタイプのメモリを表わす。
例えば、メモリ９４は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読み取り専用メモリ（
ＲＯＭ）、消去可能ＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電子的消去可能ＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フ
ラッシュカード、あるいは、コンピュータプラットフォームに共通したいずれのメモリ、
のうち１つあるいはいずれの組み合わせを含む。さらに、メモリ９４は、１つまたは複数
のフラッシュメモリセルを含んでいてもよく、あるいは、磁気媒体、光学媒体、テープ、
あるいは、ソフトあるいはハードディスクのような、いずれの二次的なあるいは三次的な
ストレージデバイスを含んでいてもよい。例えば、通信デバイス１２のオペレーションに
おいて使用される、コンピュータプログラムのインストラクション、コード、及び／また
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はデータは、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、及び／またはフラッシュメモリのような非揮発
性メモリにおいて保存されることができる。さらに、メモリ９４は、個別のデバイス、ス
タックドデバイス(stacked devices)としてインプリメントされてもよく、あるいは、プ
ロセッサ９６で統合されてもよい。メモリ９４はまた、ユーザインタフェース３２に対し
てレンダするためにデータを保存することができる一時的なメモリバッファとしての使用
のために、及び／または、メモリ９４で保存されるあるいはメモリ９４から実行されるい
ずれの常駐アプリケーション、プログラム、あるいはモジュールを用いた使用のために、
区分化され、指定される(designated)エリアを含むことができる。さらに、メモリ９４は
、ＡＭ／ＦＭ／衛星ラジオプレイヤーモジュール７４と、オペレーティング通信デバイス
１２においてプロセッサ９６によって使用される、プライマリコンテンツ２２、補足コン
テンツ２４、及び変換された補足コンテンツ３６、のような受信されたあるいは生成され
たコンテンツを保存することができる。
【００４３】
　さらに、通信インタフェースモジュール９８は、ブロードキャストラジオ送信１４の受
信を可能にし、いくつかの態様の中で、無線通信ネットワーク１０４を用いた、あるいは
、他の無線デバイス１０６を用いた、無線通信メッセージ１０３の送信及び受信をさらに
可能にする。例えば、一態様で、通信インタフェースモジュール９８は、無線通信ネット
ワーク１０４において、短距離ラジオ信号を例えば近くのデバイスに送信する及び例えば
近くのデバイスから受信するための、及び／または、長距離ラジオ信号を例えば１つまた
複数の基地局に送信する及び例えば１つまた複数の基地局から受信するための、１つまた
は複数のアンテナ１１０に結合された１つまたは複数のトランシーバ１０８、例えば送信
機及び受信機コンポーネント、を含んでいる。トランシーバ１０８は、ＣＤＭＡ、ｃｄｍ
ａＯｎｅ、ｃｄｍａ２０００、ＵＭＴＳ、広帯域ＣＤＭＡ、モバイル通信用のグローバル
システム（ＧＳＭ）、ＴＩＡ／ＥＩＡ－１３６、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ、ＵＭＢ、ＷｉＭａ
ｘ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｘ等を含む、いずれの知られた標準規格にしたが
って動作することができる。さらに、出力ポート８４は、通信インタフェースモジュール
９８の一部であってもよく、あるいは、通信インタフェースモジュール９８と相互接続す
ることができるということが注意されるべきである。
【００４４】
　受信機３６はトランシーバ１０８内に含まれることができ、そして、ブロードキャスト
ラジオネットワーク１６によって送信されたラジオブロードキャスト信号１４を受信し、
復調する。例えば、受信機３６は、スピーカ４６及び５０上のユーザへの出力のために、
ＲＤＳベースＦＭ、ＡＭあるいは衛星ラジオブロードキャストをフィルタにかけ、復調す
るように構成されることができる。そういうものとして、一態様では、受信機３６は、プ
ライマリコンテンツ２２と補足コンテンツ２４をパースするように、また、補足コンテン
ツを復号するように、ＲＤＳシステム標準規格にしたがって動作可能である、ハードウェ
ア、ソフトウェア、ファームウェア、インストラクション、あるいはアルゴリズム、のう
ちいずれの１つあるいはいずれの組み合わせを有する、ＲＤＳデコーダモジュール１１２
を含むことができる。
【００４５】
　上記で説明されるように、通信デバイス１２は、補足コンテンツ２４を変換された補足
コンテンツ３６に変更することが動作可能な、例えば音声合成器(speech synthesizer)１
１４を有する音声変換モジュール３８のような、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、インストラクション、あるいはアルゴリズムのいずれか１つあるいはいずれの組
み合わせを有するデータコンバータ３４を含む。例えば、音声変換モジュール３８および
／または音声合成器１１４は、完全な「合成(synthetic)」ボイス出力を作成するために
、メモリ９４のようなデータベースで保存される録音された音声の断片をつなげることに
よって、及び／または、声帯(vocal tract)のモデルと他の人間のボイス特徴をインプリ
メントすることによって、作成される人間の音声を表わすオーディオ信号４０を生成する
ことが動作可能な、ハードウェア、ソフトウェア、及び／またはアルゴリズムを含む。そ
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ういうものとして、データコンバータ３４は、ユーザが出力デバイス６８を見ることある
いは閲覧することができないが、通信デバイス１２からのオーディブル出力(audible out
put)を聞くことができるとき、ユーザがノンビジュアル補足コンテンツ２４を体験するこ
とを可能にするために、オリジナルに受信されたノンオーディオデータを、補足コンテン
ツを表すオーディオデータへと変換する。プロセッサ９６の一部として図示されているが
、データコンバータ３４は、コンピュータプラットフォーム９２上のどこででも、１つま
たは複数の場所において具現化されることができる。
【００４６】
　さらに、いくつかの代替の態様では、データコンバータ３４は、プライマリコンテンツ
２２のような、あるいはいくつかの形態の補足コンテンツ２３のような、オーディオデー
タを、出力デバイス６８上のディスプレイ用のテキストあるいはイメージデータに、変換
することが動作可能な、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、インストラクシ
ョン、あるいは、アルゴリズムを含むことができる。そういうものとして、通信デバイス
１２からの出力を見ることは出来るが聞こえないときにユーザがオーディオデータを経験
できるために、データコンバータ３４は、通信デバイス１２がオーディオデータをテキス
ト／イメージデータに変換することをさらに可能にすることができる。
【００４７】
　ブロードキャストラジオ送信１４の際に受信し、動作するために、一態様において、コ
ンピュータデバイス１２は、対象のブロードキャストラジオ局の特定のラジオチャネルに
チューニングするためにＡＭ／ＦＭ／衛星ラジオプレイヤーモジュール７４を実行するこ
とができる。例えば、ＡＭ／ＦＭ／衛星ラジオプレイヤーモジュール７４は、ユーザ１５
が、ラジオ局をチューニングし、お気に入りの局を保存し、サウンド４２及び４４のボリ
ュームを調整し、後の再呼び出しのためにメモリ９４に補足コンテンツ２４を保存するこ
とを可能にする、ディスプレイ８０上で相互作用グラフィックユーザインタフェースを生
成することと、ラジオブロードキャストを聞くことに関するいずれの他の相互作用を実行
することと、が動作可能な、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、インストラ
クション、あるいはアルゴリズム、のうち１つまたはいずれの組み合わせを含むことがで
きる。
【００４８】
　他の態様において、コンピュータデバイス１２は、無線通信ネットワーク１０４及び／
または他のデバイス１０６で、メッセージ１０３を交換するために、また、インターネッ
トのような他のネットワーク１１６上の情報にアクセスするために、無線サービスモジュ
ール７６を実行することができる。例えば、無線サービスモジュール７６は、ボイス呼び
出しアプリケーション、データ呼び出しアプリケーション、メッセージングアプリケーシ
ョン、グループ呼び出しアプリケーション、マルチメディア（ミュージック及び／または
ビデオ）アプリケーション、パーソナル情報マネージャ、等のような１つあるいはいずれ
の組み合わせのサービスを、通信デバイス１２に提供することが動作可能な、ハードウェ
ア、ソフトウェア、ファームウェア、インストラクション、あるいはアルゴリズムのうち
、１つあるいはいずれの組み合わせを含むことができる。
【００４９】
　さらに、他の態様では、コンピュータデバイス１２は、例えばカレンダーアプリケーシ
ョン、計算機、ビジネスあるいはコンピューティングアプリケーション、及び、コンピュ
ータ化されたデバイス上で動作可能ないずれの他の機能、のような通信デバイス１２に対
するいずれの他の機能を提供することが動作可能な他のアプリケーション７８を実行する
ことができる。
【００５０】
　オペレーションにおいて、通信デバイス１２は、盲目あるいは視覚障害のあるユーザ１
５が送信１４のような向上されたラジオブロードキャスト(enhanced radio broadcast)の
補足コンテンツ２４を知覚することを可能にするために、利用されることができる。
【００５１】
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　そういうものとして、一態様では、盲目あるいは視覚障害のある者のためにラジオ番組
を向上させる方法は、通信デバイスにおいてブロードキャストラジオ送信を受信すること
を備えている（ブロック１３０）。ブロードキャストラジオ送信は、プライマリコンテン
ツと、プライマリコンテンツとの関係がある補足コンテンツと、を含んでおり、なお、プ
ライマリコンテンツは、第１のオーディオデータを備え、補足コンテンツはノンオーディ
オデータを備える。
【００５２】
　いくつかの態様では、受信することは、第１の周波数上でプライマリコンテンツを受信
することと、第２の周波数上で補足コンテンツを受信することと、を含むことができる。
より具体的に、例えば、いくつかの態様において、受信することは、第１の搬送周波数を
有している第１の周波数変調されたラジオ波上で搬送されるラジオ番組信号を受信するこ
とと、第１の搬送周波数とは異なる第２の搬送周波数を有している第２の周波数変調され
たラジオ波上で搬送されるラジオデータシステム情報を受信することと、を含んでいる。
【００５３】
　代替的に、他の態様においては、受信することは、第１の搬送周波数を有している第１
の増幅変調されたラジオ波上で搬送されるラジオ番組信号を受信することと、第１の搬送
周波数とは異なる第２の搬送周波数を有している第２の増幅変調されたラジオ波上で搬送
されるラジオデータシステム情報を受信することと、を含むことができ、なお、第２の搬
送周波数は、例えばサブオーディブル周波数領域(subaudible frequency range)において
のようなオーディブル周波数領域(audible frequency range)の外にある。
【００５４】
　さらに他の態様においては、受信することは、衛星で生成されたラジオ番組(satellite
-generated radio programming)を受信することを含んでいる。
【００５５】
　さらに、プライマリコンテンツと補足コンテンツとの関係が、出力時間関係、記述関係
、及び／または広告関係のうちの１つまたはいずれの組み合わせを含むことができる、と
いうことは注意されるべきである。さらに、ＲＤＳシステムインプリメンテーションでは
、プライマリコンテンツはラジオ番組であってもよく、また、補足コンテンツはラジオテ
キストのようなテキスト情報であってもよい。
【００５６】
　さらに、方法は、補足コンテンツを、プライマリコンテンツとの関係を有する変換され
た補足コンテンツへと変換することを含むことができ、なお、変換された補足コンテンツ
は、ノンオーディオデータから変換された第２のオーディオデータを備えている（ブロッ
ク１３２）。例えば、方法は、テキストデータのようなノンオーディブルデータを、音声
のようなオーディブルデータに変換する、音声合成器による補足コンテンツの処理を含む
ことができる。さらに、ＲＤＳシステムインプリメンテーションでは、プライマリコンテ
ンツは、ミュージック、トーク、ニュース等のようなラジオ番組であってもよく、また、
補足コンテンツは、音声に変換される、ラジオテキストであってもよい。
【００５７】
　さらに、方法は、第１のオーディオデータにしたがってプライマリコンテンツの表現(r
epresentation of the primary content)を備えている第１のオーディオ信号を生成する
ことと、第２のオーディオデータにしたがって補足コンテンツの表現(representation of
 the supplemental content)を備えている第２のオーディオ信号を生成することと、を含
むことができる（ブロック１３４）。
【００５８】
　いくつかの態様において、生成することは、第１のオーディオ信号を生成することがプ
ライマリオーディオフォーマットにしたがって第１のオーディオ信号を処理することをさ
らに備えていること、を含んでおり、なお、第２のオーディオ信号を生成することは、補
足オーディオフォーマットにしたがって第２のオーディオ信号を処理することをさらに備
えている。さらに、例えば、プライマリオーディオフォーマット(primary audio format)
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は、補足オーディオフォーマットと異なる、あるいは、同じ、であってもよい。
【００５９】
　オプションで、方法は、例えば受信されたコンテンツ、変換された補足コンテンツ、及
び／または、生成されたオーディオ信号のような、データを保存することを含むことがで
きる（ブロック１３６）。例えば、方法を実行することにおいて通信デバイスによって受
信されあるいは生成されたいずれのデータは、いずれの時間において保存されることがで
きる。
【００６０】
　さらに、方法は、第１のオーディオデータにしたがってプライマリコンテンツの第１の
オーディオの表現を第１のオーディオチャネル上で出力することと、第２のオーディオデ
ータにしたがって補足コンテンツの第２のオーディオの表現を第２のオーディオチャネル
上で出力することと、を含むことができ、なお、第２のオーディオチャネルは、第１のオ
ーディオチャネルとは異なる（ブロック１３８）。
【００６１】
　いくつかの態様では、出力することは、第１のオーディオチャネル上で出力することが
左オーディオチャネルあるいは右オーディオチャネル上で出力することをさらに備えてい
ること、を含むことができ、第２のオーディオチャネル上で出力することは、左オーディ
オチャネルあるいは右オーディオチャネルの反対のチャネル上で出力することをさらに備
えている。
【００６２】
　他の態様において、出力することは、第１のオーディオデータにしたがってプライマリ
の第１のオーディオの表現を第１のユーザインタフェース上で出力することと、第２のオ
ーディオデータにしたがって補足コンテンツの第２のオーディオの表現を第２のユーザイ
ンタフェース上で出力することと、を含むことができ、なお、第２のユーザインタフェー
スは、第１のユーザインタフェースとは異なる。
【００６３】
　したがって、説明された態様は、盲目あるいは視覚障害を有する者のための、ラジオ番
組を向上させる装置及び方法を含んでいる。
【００６４】
　ここでの開示に関連して説明された様々な説明のための論理ブロック、モジュールおよ
び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）あるいは他のプログ
ラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートあるいはトランジスタロジック、ディスク
リートハードウェアコンポーネント、あるいは、ここに説明された機能を実行するように
設計されたそれらのいずれの組み合わせ、でインプリメントされる、あるいは実行される
ことができる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、代替として、
プロセッサは、いかなる従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ある
いはステートマシン(state machine)であってもよい。プロセッサはまた、コンピューテ
ィングデバイス(computing devices)の組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッ
サとの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと併用しての１つまたは複数
のマイクロプロセッサ、あるいはいずれの他のそのような構成のもの、としてインプリメ
ントされてもよい。さらに、少なくとも１つのプロセッサは、上記で説明された１つまた
は複数のステップ及び／または動作を実行することが動作可能な１つまたは複数のモジュ
ールを備えることができる。
【００６５】
　さらに、ここにおいて開示された態様に関連して説明された方法あるいはアルゴリズム
のステップ及び／または動作は、直接的にハードウェアにおいて、プロセッサによって実
行されたソフトウェアモジュールにおいて、あるいはこれら２つの組み合わせにおいて、
具現化されることができる。ソフトウェアモジュール、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ
、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、
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リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭあるいは当技術分野において知られている記憶媒体
のいずれの他の形態、において存在する(reside)ことができる。例示的な記憶媒体は、プ
ロセッサに結合されるので、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ることができ、また
記憶媒体に情報を書き込むことができる。あるいは、記憶媒体は、プロセッサに一体化さ
れてもよい。さらに、いくつかの態様は、プロセッサと記憶媒体は、ＡＳＩＣにおいて存
在していてもよい。さらに、ＡＳＩＣは、ユーザ機器に存在していてもよい。あるいは、
プロセッサと記憶媒体は、ユーザ機器において、ディスクリートコンポーネントとして存
在していてもよい。さらに、いくつかの態様において、方法あるいはアルゴリズムのステ
ップ及び／または動作は、マシン可読メディアおよび／またはコンピュータ可読メディア
上で、１つあるいはいずれの組み合わせあるいは命令のセットとして、存在することがで
きる。
【００６６】
　１つまたは複数の例示的な設計においては、説明された機能(functions)は、ハードウ
ェア、ソフトウェア、ファームウェアあるいはそれらのいずれかの組み合わせにおいてイ
ンプリメントされることができる。ソフトウェアでインプリメントされる場合には、機能
は、１つまたは複数のインストラクションあるいはコンピュータ可読媒体上のコードとし
て、記憶されてもよく、あるいは、送信されることができる。コンピュータ可読媒体は、
１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送(transfer)を容易にするいず
れの媒体も含んでいる、コンピュータ記憶媒体(computer storage media)と通信媒体(com
munication media)の両方を含む。記憶媒体は、汎用あるいは専用のコンピュータによっ
てアクセスされることができる、任意の利用可能な媒体であってもよい。例として、また
限定されないが、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭあるいは他の光学ディスクストレージ(optical disk storage)、磁気ディス
クストレージ(magnetic disk storage)あるいは他の磁気ストレージデバイス(magnetic s
torage devices)、あるいは、任意の他の媒体も備えることができ、それらは、インスト
ラクションあるいはデータストラクチャの形態において望まれるプログラムコード手段(d
esired program code means)を保存あるいは搬送するように使用されることができ、また
、汎用あるいは専用のコンピュータ、あるいは、汎用あるいは専用のプロセッサ、によっ
てアクセスされることができる。また、いずれのコネクション(connection)もコンピュー
タ可読媒体と適切に名付けられる。例えば、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ、ある
いは、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア(twisted pair)、デジタル加
入者ライン(digital subscriber line)（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、およびマイ
クロ波のような無線技術を使用している他の遠隔ソース、から送信される場合には、その
ときには、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは赤外
線、無線、およびマイクロ波のような無線技術は、媒体(medium)の定義に含まれている。
ここに使用されているように、ディスク(disk)とディスク(disk)は、コンパクトディスク
(compact disc)（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）(laser disc)、光学ディスク(o
ptical disc)、デジタル汎用ディスク(digital versatile disc)（ＤＶＤ）、フロッピー
（登録商標）ディスク(disk)およびブルーレイディスク(blu-ray disc)を含んでおり、デ
ィスク(disks)は、大抵、データを磁気で再生しているが、ディスク(discs)は、レーザー
で光学的に再生する。上記のものの組み合わせも、また、コンピュータ可読媒体の範囲内
に含まれるべきである。
【００６７】
　以上の開示は、説明の態様及び／または実施形態を説明しているが、様々な変更及び修
正が、添付された特許請求項の範囲によって定義されるような、記載された態様及び／ま
たは実施形態の範囲から逸脱することなく、ここにおいてなされることができるであろう
ということに注意されるべきである。さらに、説明された態様及び／または実施形態のエ
レメントは、単数形で説明あるいは特許請求されるかもしれないが、単数形への制限が明
示的に述べられていない限り、その複数形が意図されている。さらに、いずれの態様及び
／または実施形態のすべてあるいは一部は、述べられていない限り、いずれの他の態様及
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び／または実施形態のすべてあるいは一部を用いて、利用されることができる。

【図１】 【図２】



(22) JP 2010-531113 A 2010.9.16

【図３】 【図４】



(23) JP 2010-531113 A 2010.9.16

10

20

30

40

【国際調査報告】



(24) JP 2010-531113 A 2010.9.16

10

20

30

40



(25) JP 2010-531113 A 2010.9.16

10

20

30

40



(26) JP 2010-531113 A 2010.9.16

10

20

30

40

50

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,SK,T
R),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,
BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,K
G,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT
,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ＧＳＭ

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100095441
            弁理士　白根　俊郎
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100103034
            弁理士　野河　信久
(74)代理人  100119976
            弁理士　幸長　保次郎
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100101812
            弁理士　勝村　紘
(74)代理人  100070437
            弁理士　河井　将次
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(74)代理人  100134290
            弁理士　竹内　将訓
(74)代理人  100127144
            弁理士　市原　卓三
(74)代理人  100141933
            弁理士　山下　元
(72)発明者  ラジャン、ラジーブ・ディー．
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  カダキア、ジェイティン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  ミラー、ジェイソン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７



(27) JP 2010-531113 A 2010.9.16

            ７５
Ｆターム(参考) 5K061 AA03  BB01  BB17  JJ06 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

